
オンラインサロンから派⽣
する価値共創
-個⼈知の融合を促進する
コミュニティとは-



報告内容



研究背景

ウェルビーイング（持
続的幸福度)



知識を「活⽤」することの意義
個⼈の中での持続的な
知識創造の循環

他者貢献

交流

楽しさ
知識共有

知識の深化 多様なアイデアの
リソース
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研究⽬的



リサーチクエスチョン



調査概要



分析⽅法︓GTA

コンセプト(135)︓インタ
ビューデータを切⽚化

関連性の⾼いコン
セプトをまとめて
上位概念抽出(33)

抽象化する上
位概念を抽出

(9)

Strauss and Corbin 
(2014)の手順に基づいて
実施

価値共創の実現

インタビューデータ(158,016字)



9. ⼈⽣に対する満
⾜感

8. 新たな価値の創
出

5. 価値観ベース
のつながり

7. コミュニティへの貢献

6. コミュニティ
への信頼

4. 知識の深化

3. ⾃分の⽬標の追求

アウトプットコミュニティ

1. 個⼈知の形成

2. 抱える課題

分析結果︓1次カテゴリー



9. ⼈⽣に対す
る満⾜感

楽しさ

幸せ・充⾜感

8. 新たな価値の創
出

コミュニティから派
⽣する経済的価値

1. 個⼈知の形
成

外向的

知的好奇⼼旺盛

⾃⼰の尊重

⾦銭的投資を厭
わない

2. 抱える課題

⾃⼰の抑制

満たされていな
い状態

私的な悩み・課
題

仕事上の課題

社会に対する課
題意識

3. ⾃分の⽬標の追求

個⼈の志 ゴールの明確化 やりたいことを実
現する困難さ

やりたいことの実現

5. 価値観ベースのつながり

主宰者への共感 コミュニティの
価値観

実利⾄上ではな
い

7. コミュニティへの貢献
コミュニティへ
の没頭

コミュニティで
の中⼼的役割 他者貢献

6. コミュニティへの信頼

安⼼感 コミュニティで
得る経済的⽀援

⾃律性の確保 濃い⼈間関係

蓄積された知
識・経験

他者との交流 メンバーの多様性

不⾜の補完

新たな知識・経
験 ⾃⼰変⾰

知識の実践
4. 知識の深化



9. ⼈⽣に対する
満⾜感

8. 新たな価値の
創出

5. 価値観ベー
スのつながり

7. コミュニティへの貢献

6. コミュニ
ティへの信頼

4. 知識の深化

3. ⾃分の⽬標の追求

アウトプットコミュニティ課題保有者

⽀援者

主宰者

1. 個⼈知の形
成

2. 抱える課題

分析結果︓カテゴリー間の相関図



結論︓オンラインサロンは共創コミュニ
ティとして機能しうる

主宰者︓コミュニティの核となる価値観を提⽰
課題保有者︓⾃⾝の⽬標を達成するために他のメ
ンバーの知識を融合し，⾃⾝の知識を深化
貢献者︓⾃⼰開⽰を促す「場づくり」

個⼈知の融合によって⽣まれる「集合知」から、
アウトプットが⽣み出されていた︕



インプリケーション

個⼈知

⾦銭的・⾮⾦銭的
相互⽀援

集合知

価値共創

共通の価値観

緩いつながり

緊密で⻑期的な関係性
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